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衆
議
院
議
員
村
井
宗
明
君
提
出
四
国
剣
山
山
系
に
お
け
る
国
設
鳥
獣
保
護
区
の
継
続
と
拡
大
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
を
受
け
た
国
指
定
剣
山
山
系
鳥
獣
保
護
区
（
以
下
「
本
鳥
獣
保
護
区
」
と
い
う
。
）
及

び
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
を
受
け
た
国
指
定
剣
山
山
系
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
（
以
下
「
本
特

別
保
護
地
区
」
と
い
う
。
）
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
存
続
期
間
が
平
成
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
二
十
年
間
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
以
降
の
本
鳥
獣
保
護
区
及
び
本
特
別
保
護

地
区
の
区
域
や
存
続
期
間
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
始
め
と
す
る
鳥
獣
の
生
息
の
状
況
を
勘
案

し
、
適
切
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
「
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指

針
」
に
お
い
て
、
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
は
、
二
十
年
以
内
で
極
力
長
期
間
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
又
は
変
更
を
行
う
場
合
に
は
、
主
な
土
地
所
有
者
等
の
利
害
関
係
人
の
意
見
を
聴
取
し
、
十
分
調

一



整
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

剣
山
周
辺
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
四
国
山
地
緑
の
回
廊
に
つ
い
て
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
含
む
野
生
生
物
の
自
由
な
移

動
の
場
の
確
保
等
の
観
点
を
踏
ま
え
、
平
成
十
五
年
三
月
に
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
効
果
的
な
森
林
生
態
系
の
保
護

に
向
け
、
必
要
に
応
じ
て
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
も
含
め
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


